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第９期計画におけるロジックモデルの検討 

■ロジックモデルとは                ■アウトカムとは（アウトプットとアウトカム） 

ロジックモデル：施策が目標とする成果を達成するに 

至るまでの論理的な関係を図式化したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ロジックモデルとは 

2040年の姿（最終アウトカム）の実現に向けて、一歩一歩取組（計画）を進めていく必要があることから、設定する基本目標ごとに将来、高齢者がどの

ような姿になっているか、望ましい姿を描くことが大事。今回は「初期アウトカム」のアイデアをいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９期計画の基本理念（案） 

で決定した内容 

2040年の姿【最終アウトカム（成果）】 

生きがいづくり 

介護予防 

初期アウトカム（成果） 

○○になっている 

XXになっている 

この部分のアイデアを 

基本目標 

中間アウトカム（成果） 
インプット・アウトプット 

資料５ 

アウトカム 

Outcome 

施策や活動の主体に起き 

ること （結果） 

活動が働きかけた対象の 

側に起きる変化 （成果） 

アウトプット 

Output 

こうしたら（施策の結果

＝アウトプット） 
こうなった（結果から得た成

果＝アウトカム） 
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基本目標１ 健康寿命の延伸、重度化防止に向けた取り組みの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年の姿 

【最終アウトカム

（成果）】 

初期アウトカム（成果） インプット・アウトプット 

（施策・事業） 

いくつにな

っても心身

ともに自立

し、健やか

で質の高い

生活を送る

ことができ

る。（健康寿

命の延伸） 

（１）生涯を通した健康づくり活動の推進 

①こころの健康、②身体活動・運動、③栄養・食生

活、④健康チェック、⑤歯と口腔の健康、⑥たばこ、

⑦アルコール、⑧地域力の向上 

（２）介護予防・重度化防止の推進 

①一般介護予防事業、②介護予防・生活支援サービス

事業、③保健事業と一般介護予防事業等の一体的な実

施、④要介護者等に対するリハビリテーション体制の

構築 

高齢者一人ひとりの健康づくり

や介護予防活動を推進すること

で健康寿命の延伸につなげてい

く 第
９
期
計
画
の
基
本
理
念
（
案
） 

で
決
定
し
た
内
容 

支援が必要となる前から予防

（現状維持）に取り組むことが

できている 

この部分のアイデアを 

○現在の記載内容は事務局による案になります。 

○2040年の姿を達成するために、高齢者（和泉市）がどうなってほしいか、どうステップを踏むのか、言葉で表現して

ください。 

○初期アウトカムは 1つでも３つでも問題ありません。表現を変更いただいてもかまいません。 

○最終アウトカムは 2040年を目標としていますが、中間・初期アウトカムは、「第 9期計画期間中」や「2030年ま

で」など、必ずしも▲年までといった時間軸を示すものではありません。 

○いただいた意見により、インプット・アウトプット（施策・事業）が変更になる場合があります。 

解 説 

中間アウトカム 

（成果） 
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基本目標１ 健康寿命の延伸、重度化防止に向けた取り組みの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年の姿 

【最終アウトカム

（成果）】 

初期アウトカム（成果） 中間アウトカム 

（成果） 
インプット・アウトプット 

（施策・事業） 

いくつにな

っても心身

ともに自立

し、健やか

で質の高い

生活を送る

ことができ

る。（健康寿

命の延伸） 

（１）生涯を通した健康づくり活動の推進 

①こころの健康、②身体活動・運動、③栄養・食生

活、④健康チェック、⑤歯と口腔の健康、⑥たばこ、

⑦アルコール、⑧地域力の向上 

（２）介護予防・重度化防止の推進 

①一般介護予防事業、②介護予防・生活支援サービス

事業、③保健事業と一般介護予防事業等の一体的な実

施、④要介護者等に対するリハビリテーション体制の

構築 

高齢者一人ひとりの健康づくり

や介護予防活動を推進すること

で健康寿命の延伸につなげてい

く 

 

第
９
期
計
画
の
基
本
理
念
（
案
） 

で
決
定
し
た
内
容 

 

支援が必要となる前から予防

（現状維持）に取り組むことが

できている 
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基本目標２ 高齢者の尊厳に配慮したケア対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年の姿 

【最終アウトカム

（成果）】 

初期アウトカム（成果） 中間アウトカム 

（成果） 
インプット・アウトプット

（施策・事業） 

（１）高齢者虐待の防止 

①高齢者虐待防止ネットワークの推進（早期発見・早

期対応の推進）、②高齢者虐待・人権に関する普及・

啓発、③高齢者や家族などからの相談や安全の確保、

④施設等における身体拘束ゼロに向けた取り組みの推

進 

（２）認知症施策の推進 

①認知症の共生・予防に向けた知識の普及・啓発、②

市民見守り力の向上、③認知症医療介護連携、④認知

症ケアの質の向上、⑤本人・家族支援 

高齢者の虐待を見聞きした時の

相談先がある 

第
９
期
計
画
の
基
本
理
念
（
案
） 

で
決
定
し
た
内
容 

 

認知症や認知症の人に対する地

域での理解がある 

（３）成年後見制度・消費者被害防止の推進 

①成年後見制度・日常生活自立支援事業の普及・啓発

や取組、②消費者被害防止のための普及・啓発 

高齢者の尊

厳と人権が

尊重され、

また、認知

症になって

も希望をも

って日常生

活を過ごせ

る 

高齢社会を迎えるにあたり、高

齢者の権利が守られる体制が整

備されている 
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基本目標３ 地域におけるネットワークの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年の姿 

【最終アウトカム

（成果）】 
初期アウトカム（成果） 中間アウトカム 

（成果） 
インプット・アウトプット 

（施策・事業） 

多様な機

関・団体等

がつなが

り、密に連

携しながら

高齢者を支

える体制が

あり、高齢

になっても

住み慣れた

地域で自分

らしく生活

することが

できる 

（３）医療と介護の連携強化 

①地域の医療・介護の資源の把握、②在宅医療・介護

連携の課題の抽出と対応の検討、③切れ目のない在宅

医療と在宅介護の提供体制の構築推進、④医療・介護

関係者の情報共有の支援、⑤在宅医療・介護連携に関

する相談支援、⑥医療・介護関係者の研修、⑦地域住

民への普及・啓発、⑧在宅医療・介護連携に関する関

係市区町村の連携 

（１）地域包括支援センター機能の充実、体制の強化 

①総合相談支援業務、②権利擁護業務、③包括的・継

続的ケアマネジメント支援業務、④地域におけるネッ

トワークの強化、⑤地域包括支援センターの円滑な運

営、⑥地域包括支援センターの機能の充実、⑦地域包

括支援センターの活動支援・評価 

（４）高齢者を支える体制の整備、セーフティネット

の推進 

①在宅高齢者の生活実態把握、②高齢者の見守りネッ

トワークの構築、③小地域ネットワーク活動の推進

【再掲】、④緊急通報装置の貸与、⑤地域におけるボ

ランティア活動の推進、⑥緊急時における支援体制の

構築、⑦生活困窮状態にある高齢者の支援 

（２）総合的な地域ケア体制の充実 

①市内関係機関における連携体制の強化、②各種相談

体制の周知、質の向上、③小地域ネットワーク活動の

推進、④地域福祉の推進、⑤生活支援コーディネータ

ーの充実 

地域包括支援センターが高齢者

の相談先になっている。 

第
９
期
計
画
の
基
本
理
念
（
案
） 

で
決
定
し
た
内
容 

 

地域で住民主体の団体と 

関係機関が連携し、地域づくり 

に取り組むことができている。 

医療が必要な状態になっても、

市民が住み慣れた場所で安心し

て療養生活を送ることができ

る。 

地域で見守りし合い、助け合え

る体制が構築されている。 
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基本目標４ 生きがい・安心のある暮らしの実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年の姿 

【最終アウトカム

（成果）】 
初期アウトカム（成果） 中間アウトカム 

（成果） 
インプット・アウトプット 

（施策・事業） 

高齢者一人

ひとりの

「興味」「感

心」「意欲」

に応じた

様々な場や

機会が充実

し、高齢者

が生きがい

をもって生

活してい

る。 

（３）介護家族への支援 

①適切な介護保険サービスの提供、②相談体制の充実 

（１）高齢者の積極的な社会参加の推進 

①地域におけるボランティア活動の推進【再掲】、②

生涯学習やスポーツ・レクリエーション事業の推進、

③学習成果の発表・活用機会の提供、④老人クラブ活

動の充実、⑤高齢者の就業支援、⑥老人集会所の充実 

（４）高齢者の居宅ニーズに対応した住まいの供給 

①住まいに対する支援 

（２）地域での生活の自立支援 

①介護予防・生活支援サービス事業【再掲】、②高齢

者生活支援事業の推進、③ＮＰＯ法人やボランティア

団体などへの活動支援、④高齢者紙おむつ給付事業、

⑤配食サービス事業、⑥高齢者おでかけ支援チケット 

高齢者が生きがいを持って 

地域に参加できる場が 

整備されている。 

第
９
期
計
画
の
基
本
理
念
（
案
） 

で
決
定
し
た
内
容 

 

困難を抱える高齢者やその家族

が必要な時に必要な福祉サービ

スを利用することができる。 

介護離職がなく、 

必要なサービスが受けられる。 

家庭生活での事故の防止と介護

予防を促進することができる。 
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基本目標５ 介護サービスの質の向上と介護保険事業の適正な運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年の姿 

【最終アウトカム

（成果）】 
初期アウトカム（成果） 中間アウトカム 

（成果） 
インプット・アウトプット（施策・事業） 

要介護状態

等になって

も、高齢者

一人ひとり

の生活実態

に沿った、

自立支援の

ためのケア

マネジメン

トやサービ

スを受ける

ことができ

る 

（３）介護保険事業の適正な運営 

①要介護認定の適正化、②医療情報との突合、縦覧点

検及び給付実績の活用の実施、③ケアプランの適正

化、④介護給付費通知の活用、⑤介護予防事業・介護

サービス等の効果の検証、⑥住宅改修等の点検、⑦大

阪府・国保連との連携 

（１）サービスの質の向上と介護現場に対する支援 

①介護保険事業者連絡協議会等の充実、②実務者の質

の向上のための研修の充実、③ケアマネジメント能力

向上のための研修の充実、④介護支援専門員に対する

相談支援、⑤サービス提供事業者情報の公表、⑥地域

密着型サービスの質の向上、⑦介護人材の確保、⑧介

護現場の負担軽減 

（４）低所得者対策の推進 

①保険料の配慮、②居住費（滞在費）や食費の負担軽

減、③境界層該当者への対応、④旧措置入所者への対

応、⑤介護サービス費の利用者負担の限度額の見直

し、⑥社会福祉法人等による利用者負担軽減制度の活

用の促進 

（２）利用者本位のサービス提供の推進 

①適切なケアマネジメントの実施、②介護保険制度等

の周知徹底、③相談窓口の周知徹底と機能強化、④介

護保険苦情調整委員の充実、⑤介護サービス相談員派

遣事業の推進、⑥関係機関との連携による苦情対応、

⑦事業者に対する指導・助言、⑧個人情報の適切な運

用 

介護事業所及び従事者等がサー

ビスの質の向上に繋がるような

必要な情報を取得できる。 

第
９
期
計
画
の
基
本
理
念
（
案
） 

で
決
定
し
た
内
容 

 

サービス利用希望者の状態に 

合った満足度の高い 

サービス提供が行える。 

制度に則した上での質の高い 

サービス提供が行える。 

誰もが必要とする 

サービス利用ができる。 


